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１．目的  

 一般的に鋼構造物のひずみ計測を行う場合には，事前の作業，塗

膜の復旧，作業時間の増加により，コストが大きくなる傾向にある．

このため，現場で簡易にひずみ測定を行うことを目指し， ①塗膜の

除去，脱脂，接着，コーティングの必要がないため，現場での作業

を大幅に短縮できる，②脱着が簡単なため，測定場所を容易に移動

することが可能であり，小型の動ひずみ計(例 DC-104R 等)と組み合

わせることにより，軽装備でのプラグイン接続によるひずみ測定が

可能となり，聴診器のように移動しながらひずみの最大発生箇所を確

認することができる．③繰り返し利用が可能なため，長期的に考えれ

ば経済的である．等の効果が期待できる応力聴診器が開発された．応

力聴診器は既存の摩擦型ゲージ１）を鋼構造物にマグネットで吸着し，

図-1 に示すように受感部を押しあてることできるように改良したもの

で，図-2 に示す従来型応力聴診器では，各種実験を実施し，良好な結

果を得ている２）,３），本文では，鋼橋の疲労損傷判定時に有効と考えら

れる狭隘なスペースにおいて適用可能な新型応力聴診器の現場適用性

について，基本試験を行ったので報告する． 

２．新型応力聴診器の特徴  

疲労損傷は溶接近傍から発生するため，疲労損傷評価のための着目点も狭隘な箇所が多く，従来型応力聴診

器を用いて，応力挙動を測定する場合には，治具が円形のため，溶接止端からの距離が遠くなる．このため，

従来型の応力聴診器の構造をマグネットからア－ムを伸ばした先端に摩擦ゲージを固定するに図-3に示すよ

うに改良した．これにより，

従来の応力聴診器の外径

は35mmであった。このた

め，図-4(a)に示すように溶

接止端から18mm以上の箇

所の計測しかできなかっ

たが，応力聴診器の形状を

改良した新型応力聴診器

では，図-4(b)に示すように

溶接止端から10mmの箇所

の測定が可能になる． 
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３．基本試験結果  

 新型応力聴診器の

現場適用性を確認す

る基本実験として，

大阪工業大学八幡工

学実験場工学実験セ

ンター内の 600KN サ

ーボ試験装置に図-5

に示すような中央に

垂直補剛材の上側と

横側に溶接線を有す

る試験体を設置した．   

まず，図-6 に示すように垂直補剛材上端の左右に 3 方向ひず

みゲージを貼付し，左右の対称性を確認した上で，左側のひずみ

ゲージを撤去，図-7 のように新型応力聴診器を設置して，ひず

みゲージと新型応力聴診器の動的波形を比較した．ひずみゲージ

と新型応力聴診器の設置箇所は上側・横側の溶接止端から 10mm

の位置とし，載荷荷重は 2kN～28kN の振幅，載荷周期は

1HZ,3HZ,5HZ の 3 種類とした．また，長期安定性を確認

するため，3HZ で 24 時間の連続載荷も行った. 

 図-8 に 3HZ の場合のひずみゲージと新型応力聴診器

の動的波形の比較を示すが，ひずみゲージのひずみ振幅

は 218μに対し，新型応力聴診器の場合は 199μと差異

は 5％以内と，両者の値は良く一致しており，周波数を

変えても同様の結果であった．また，長期安定性確認の

ために実施した 24 時間連続載荷の前・後のひずみ振幅

の差は 3μ程度であったが，前・後で 10μ程度のドリフ

トは確認された． 

３．基本試験結果  

 新型応力聴診器の基本試験結果から，ひずみゲージと

同様の性能が確認され，今回の試験の範囲では，使用性

に問題無いことが確認できた．ただし，塗膜状況，狭隘

は箇所での設置方法等，現場計測においては，室内試験

とは各種条件が異なるため，今後，現場計測を行い，そ

の精度を検証するとともに，塗膜（厚さ）の有無，聴診

器の磁力，バネ等の適用性を確認する予定である．  
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図-8 動的波形の比較 

図-5 試験体設置状況 
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図-6 ひずみゲージ設置状況 
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図-7 新型応力聴診器設置状況 

新型応力聴診器 

土木学会第64回年次学術講演会(平成21年9月)

 

-216-

 

Ⅰ-108

 


